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京
都
学
連
事
件
補
遺 

 ≪

前
号
か
ら
の
続
き≫

 

第
三
回
目
は
１
９
３
３
年
８
月 

で
和
歌
山
警
察
に
逮
捕
さ
れ
た
。 

元
京
大
教
授
の
河
上
肇
の
義
弟
・ 

大
塚
有
章
に
た
の
ま
れ
和
歌
山
高 

商
教
授
の
岩
城
忠
一
宛
の
紹
介
状 

を
か
い
た
件
だ
っ
た
。
岩
城
忠
一
は
、 

淡
に
と
っ
て
三
高
・
京
大
の
先
輩 

で
あ
り
、
河
上
肇
と
い
う
偉
い
学 

者
が
い
る
こ
と
を
教
え
て
く
れ
た 

人
で
も
あ
り
、
か
ね
て
か
ら
面
識 

の
あ
る
間
柄
だ
っ
た
大
塚
に
紹
介 

状
を
渡
し
た
が
、
後
で
わ
か
っ 

た
こ
と
は
大
塚
が
共
産
党
の
資
金 

局
の
資
金
獲
得
の
た
め
、
岩
城
に 

カ
ン
パ
集
め
に
行
こ
う
と
し
た
の 

だ
。
岩
城
も
淡
も
資
金
提
供
な
ど 

か
か
わ
り
な
い
と
否
認
し
た
。
２
０ 

日
ば
か
り
の
勾
留
で
釈
放
さ
れ
た 

が
、
誰
が
当
局
に
情
報
を
提
供
し 

た
の
か
謎
だ
。
（
補
注
：
党
中
央 

に
潜
り
込
ん
で
い
た
ス
パ
イ
Ｍ
こ 

と
、
飯
塚
盈
延
（
み
ち
の
ぶ
）
を 
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―第 33 回全国女性交流集会に 83 名参加― 

11 月 10 日・11 日の 2 日間、愛知県蒲郡のホテルで開催され、

北海道から沖縄まで 29 都道府県から 83 人が参加しました。 

京都からは粟倉正江さん、児玉佳子さんの 2 人が参加し交流

を深めました。 

――全国女性交流集会に参加して―― 

小松 実副会長による記念講演「今につながる治安維持法体制に決着を」の話は年表で資

料を見ながら分かりやすくお話下さり先人の方々の苦しかった闘いを聞き犠牲になり

闘われた先人がありいま私たちはいるんだ、歴史に学び二度とこのような世の中にして

はならないと強く思いました。今年も参加させて頂いた私たちでしたが、色々刺激をう

けて、勉強させて頂いたとても有意義な集会でした。来年はできることなら若い人たち

にも行って頂いたら運動が広がるのではないかと思いました。 

児玉 佳子 
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示
唆
か
） 

第
四
回
目
は
、
１
９
３
３
年
１
２ 

月
に
渋
谷
署
に
逮
捕
さ
れ
た
。 

当
時
、
同
棲
し
て
い
た
女
性
が
解 

放
運
動
犠
牲
者
救
援
会
（
通
称
・ 

モ
ッ
プ
ル
）
関
係
者
と
し
て
検
挙 

さ
れ
た
が
、
淡
は
１
９
３
０
年
来 

書
斎
に
こ
も
っ
て
い
た
の
で
モ
ッ 

プ
ル
の
活
動
は
無
関
係
と
し
て
否 

認
し
つ
づ
け
二
ケ
月
足
ら
ず
の
勾 

留
で
釈
放
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
１ 

９
３
４
年
３
月
に
控
訴
審
判
決
が 

で
た
。
淡
の
控
訴
審
は
分
離
公
判 

と
な
り
、
「
今
後
は
善
き
市
民
と
な 

り
行
動
を
す
る
と
誓
い
、
減
刑
さ 

れ
懲
役
２
年
執
行
猶
予
４
年
の
判 

決
と
な
っ
た
。 

３
，
淡
徳
三
郎
に
対
す
る
除
名
処
分 

≪

除
名
告
知
・
１
９
３
４
年
２
月
１ 

７
日
（
「
赤
旗
」
第
１
７
１
号
）
は 

以
下
の
と
お
り
。≫

 

「
淡
徳
三
郎
。
右
者
社
会
的
売
名 

の
徒
に
し
て
、
入
党
後
何
等
階
級 

 
 

 

的
熱
意
と
節
操
を
持
っ
て
党
活
動 

を
し
た
こ
と
も
な
く
、
自
分
の
社
会 

的
名
声
の
為
に
幾
多
の
賣
党
的
行 

為
や
、
三
・
一
五
事
件
に
検
挙
さ
れ 

る
や
間
も
な
く
敵
階
級
に
屈
服
し 

保
釈
出
獄
と
な
り
、
転
向
声
明
の 

挑
発
に
際
し
て
は
、
彼
自
ら
も
転 

向
声
明
な
る
も
の
を
配
布
し
反
党 

的
態
度
を
あ
き
ら
か
に
せ
り
。
彼 

の
私
生
活
は
は
な
は
だ
し
く
紊
乱 

し
、
１
９
３
２
年
当
時
入
獄
中
の
同 

志
の
妻
女
を
大
森
某
待
合
に
誘
導 

し
、
数
カ
月
に
渡
っ
て
妾
宅
を
設
け 

、
又
私
用
為
に
右
婦
人
を
示
唆
し 

て
婦
人
の
実
家
よ
り
大
金
を
引
き 

出
さ
し
め
た
る
事
実
。
其
の
他
資 

本
家
・
社
会
民
主
主
義
者
・
解
党 

派
と
交
遊
し
、
同
志
の
動
静
を
敵 

に
密
告
し
た
る
疑
点
多
々
あ
り
。 

党
中
央
委
員
会
は
即
時
彼
を
除
名 

す
。」 

４
，
検

事

局
の

転

向

政

策

と 

「
不
屈
」
の
反
対
語
は
「
屈
服
」 

第
一
審
で
、
被
告
た
ち
が
獄
内
闘 

争
委
員
会
の
統
制
の
下
に
統
一
公 

判
闘
争
を
お
こ
な
っ
た
こ
と
か
ら
、 

裁
判
所
は
控
訴
審
に
あ
た
り
各
個 

撃
破
の
方
法
を
と
っ
た
。 

個
別
に
や
ら
れ
、
敵
の
前
に
頭
を 

下
げ
今
後
は
「
善
き
市
民
」
と
な 

り
ま
す
と
誓
う
に
至
る
。
こ
の
誓 

い
の
代
償
と
し
て
、
減
刑
と
な
っ 

た
。
淡
も
恥
ず
べ
き
振
る
舞
い
を 

し
た
一
人
だ
っ
た
。
そ
の
結
果 

が
、
懲
役
二
年
、
執
行
猶
予
４
年 

だ
っ
た
の
だ
。 

５
，≪

転
向
後
の
四
つ
の
類
型≫

 

第
一
類
型
は
、
裁
判
所
で
検
事
に 

対
し
て
敗
北
的
程
度
を
取
り
、
敵 

と
の
関
係
が
密
接
と
な
り
、
そ
の 

敵

の

手

先

き

と

る

も

の

。 

第
二
類
型
は
、
敵
に
叩
頭
す
る
醜 

態
を
さ
ら
し
、
か
つ
て
の
戦
友
に 

合
わ
せ
る
顔
が
な
く
一
介
の
市
民 

と
し
て
、
非
政
治
人
間
と
し
て
生 

き
者
。 

第
三
類
型
は
、
性
格
の
弱
さ
か
ら 

敵
に
降
伏
宣
言
を
し
、
革
命
的
実 

践
か
ら
全
く
身
を
引
い
た
が
、
心 

中
の
熱
情
は
衰
え
る
こ
と
な
く
、 

自
己
の
行
動
を
恥
じ
な
が
ら
、
機 

会
の
到
来
を
待
っ
て
い
る
も
の
。 

第
四
類
型
は
、
一
度
は
裁
判
所
で 

卑
屈
な
態
度
を
と
っ
た
も
の
の
、 

そ
の
誤
謬
を
反
省
し
、
釈
放
後
再 

び
実
践
の
中
に
身
を
投
じ
る
者
。 

淡
徳
三
郎
は
、
自
ら
を
第
三
類
型 

に
内
心
で
は
分
類
し
つ
つ
も
、
権 

力
は
第
一
類
型
に
取
り
込
も
う
と 

し
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、
一
時
の 

身
の
安
全
の
た
め
に
決
定
的
に
節 

操
を
う
る
か
、
或
い
は
一
切
の
危 

険
を
冒
し
て
節
操
を
守
る
か
。 

二
つ
の
道
の
分
岐
点
は
、
著
述
業 

に
と
っ
て
執
筆
の
自
由
を
奪
わ 

れ
、
筆
を
折
り
、
左
翼
前
歴
者
と 

し
て
ル
ン
ペ
ン
労
働
者
と
な
る
か 

６
，
淡
徳
三
郎
の
「
ア
ッ
と
、
驚 

く
戦
略
戦
術
」
（
「
三
つ
の
敗
戦
」 

の
淡
の
記
述
そ
の
ま
ま
引
用
） 

「
切
羽
つ
ま
っ
て
思
い
つ
い
た
の 

が
、
外
国
へ
の
脱
出
で
あ
る
。
日 

本
の
裁
判
所
や
警
察
の
手
の
届
か 
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な
い
外
国
で
は
、
少
な
く
と
も
節 

操
を
売
っ
て
敵
の
走
狗
と
な
る
危 

険
か
ら
は
免
れ
る
こ
と
が
で
き
る 

で
あ
ろ
う
。
然
し
外
国
へ
行
く
と 

云
っ
て
も
、
そ
の
方
法
が
問
題
で 

あ
る
。
密
航
や
旅
券
の
偽
造
は
、 

事
実
上
不
可
能
に
近
い
。
一
番
安 

全
な
の
は
、
正
々
堂
々
と
旅
券
を 

持
っ
て
出
る
に
限
る
。
如
何
に
し 

て
旅
券
を
手
に
入
れ
る
か
？
（
筆 

者
補
注
：
戦
略
目
標
）
私
は
次
の 

よ

う

な

戦

術

を

と

っ

た

。 

「
思
想
善
導
」
の
た
め
に
は
、
ま 

ず
正
し
い
日
本
観
を
も
た
な
け
れ 

ば
ら
な
ら
な
い
。
そ
の
た
め
に 

は
、
外
国
へ
い
っ
て
、
世
界
の
事 

情
を
観
察
す
る
と
と
も
に
、
外
か 

ら
祖
国
を
観
察
し
て
、
こ
れ
ま
で 

の
気
が
つ
か
な
か
っ
た
日
本
の
い 

い
と
こ
ろ
を
把
握
し
て
き
た
い
と 

い
う
口
実
（
補
注
：
戦
術
）
で
、 

一
年
間
の
海
外
留
学
許
可
を
申
請 

し
た
の
で
あ
る
。
私
の
苦
衷
を
し 

っ
た
某
氏
の
仲
介
的
援
助
の
お
陰 

も
あ
っ
て
、
こ
の
戦
術
が
功
を
奏
し 

た
。
政
府
は
、
私
が
帰
国
す
る
と 

必
ず
彼
ら
の
走
狗
と
な
る
で
あ
ろ 

う
と
み
こ
ん
だ
の
で
あ
ろ
う
最
大 

の
隘
路
と
思
わ
れ
た
旅
券
は
、
案 

外
造
作
な
く
入
手
さ
れ
え
た
の
で 

あ
る
。」 

問
題
は
、
旅
券
の
便
宜
を
与
え
た 

の
が
思
想
犯
保
護
善
導
団
体
「
大 

孝
塾
」
の
皆
川
治
広
だ
っ
た
。 

１
９
３
４
（
昭
和
９
）
年
７
月
当
時
、 

岡
田
内
閣
の
成
立
と
も
な
い
司 

法
次
官
か
ら
東
京
控
訴
院
長
に
な 

り
、
淡
の
控
訴
審
判
決
後
の
転
向 

声
明
書
も
承
知
し
て
い
た
こ
と
だ 

ろ
う
。 

し
か
も
、
判
決
の
一
カ
月
前
に
共 

産
党
か
ら
も
運
よ
く
（
！
？
）「
除 

名
告
知
」
も
出
さ
れ
て
い
た
。
そ 

も
そ
も
、
戦
術
を
規
定
す
る
「
戦 

略
」
（
ス
ト
ラ
テ
ジ
ー
）
と
い
う 

言
葉
は
ギ
リ
シ
ャ
語
の
詭
計
に 

由
来
す
る
と
ク
ラ
ウ
ゼ
ウ
ィ
ツ
が 

「
戦
争
論
」
で
記
述
し
た
。
そ
の 

翻
訳
者
・
馬
込
健
之
助
で
も
あ
る 

淡
徳
三
郎
と
す
れ
ば
、
ダ
マ
し
て 

ナ
ン
ボ
の
思
い
が
あ
っ
た
こ
と 

だ
ろ
う
。「
擬
装
転
向
」
の
主
観
的 

擬
装
は
客
観
的
に
は
真
正
転
向 

化
し
や
す
い
の
だ
が
。
た
だ
恐
ろ 

し
い
デ
ィ
レ
ン
マ
か
ら
逃
れ
る
た 

め
、
日
本
を
脱
出
し
パ
リ
に
向
か 

い
た
か
っ
た
。 

懐
の
３
０
０
０
円
を
使
い
き
れ 

ば
、
そ
れ
か
ら
は
あ
て
が
な
い
。 

パ
リ
の
地
下
鉄
の
ト
ン
ネ
ル
や
公 

園
の
ベ
ン
チ
の
上
で
寝
る
ル
ン
ペ 

ン
姿
の
自
分
が
目
に
浮
か
ぶ
。
神 

戸
港
か
ら
榛
名
丸
に
乗
り
パ
リ
へ 

と
旅
だ
っ
た
。 

１
９
３
５
年
３
月
２
２
日
、
春
。 

し
か
し
、
ダ
マ
さ
れ
た
官
憲
と
し

て
は
、
淡
の
伏
字
ナ
シ
の
「
戦
争

と
自
由
」（
１
９
４
２
年
４
月
・
改

造
社
刊
）
を
発
禁
と
し
、
日
本
の

敗
戦
直
前
に
フ
ラ
ン
ス
の
敗
戦
、

ナ
チ
ス
ド
イ
ツ
の
敗
戦
、
日
本
の

敗
戦
に
と
も
な
う
満
州
國
の
敗
戦

す
な
わ
ち
「
三
つ
の
敗
戦
」
の
実

体
験
者
・
淡
徳
が
、
日
本
に
帰
国

し
た
ら
逮
捕
が
待
ち
受
け
て
い
る

と
の
日
本
か
ら
の
情
報
を
得
て
長

春
で
日
本
の
敗
戦
を
待
っ
て
い
た

ら
、
旧
ソ
連
に
逮
捕
さ
れ
抑
留
生

活
強
い
ら
れ
、
１
３
年
半
の
政
治

的
亡
命
と
抑
留
生
活
の
海
外
流
転

と
な
っ
た
の
は
、
こ
れ
ま
た
「
歴

史
の
皮
肉
」
だ
っ
た
と
い
う
べ
き

か
。 

戦
後
の
淡
の
活
劇
は
別
の
機
会
に
。 

【
参
考
資
料
】 

① 

「
戦
争
と
自
由
」
淡
徳
三
郎
・

改
造
社
刊
・
１
９
４
１
（
昭
・

１

６

）

年

４

月

発

行 

② 

「
三
つ
の
敗
戦
」
淡
徳
三
郎
・

時
事
通
信
社
刊
・
１
９
４
８

(

昭
・
２
３)

年
１
２
月
発
行 

  員  
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京
丹
後
支
部 

 副
支
部
長 

森 

勝 

 
 １

１
月
１
９
日
に
、
第
３
回
支
部
三

役
会
議
を
開
催
し
、
１
１
月
９
日
の

第
１
回
支
部
委
員
会
の
計
画
と
年

内
課
題
の
前
進
を
は
か
る
行
動
の

意
思
統
一
を
行
い
ま
し
た
。 

当
日
は
、
団
体
代
表
者
署
名
の
一

斉
要
請
行
動
を
計
画
し
て
い
ま
し

た
の
で
、
三
役
会
議
直
後
に
「
署
名

協
力
要
請
書(

訴
え)

」
と
「
団
体
署

名
用
紙
」
な
ど
の
袋
詰
め
作
業
の
あ

と
三
役
が
分
担
し
て
行
動
し
、
２
５

団
体
を
対
象
に
協
力
・
申
入
れ
を
し

ま
し
た
。 

そ
の
日
の
行
動
で
９
団
体
の
代

表
が
署
名
を
提
出
し
て
下
さ
い
ま

し
た
。
代
表
者
と
会
え
な
か
っ
た
団

体
に
は
１
２
月
中
に
連
絡
を
取
り
、

直
接
訴
え
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。 

 

今
ま
で
署
名
の
推
進
・
集
約
の
担

当
者
が
決
ま
っ
て
い
な
か
っ
た
の

で
、
今
回
か
ら
「
署
名
係
」
を
決
め
、

常
に
掌
握
す
る
体
制
を
つ
く
り
ま

し
た
。 

当
日
個
人
署
名
の
集
約
は
、
三
役

の
中
で
１
０
０
筆
を
超
す
取
り
組

み
や
、
国
民
救
援
会
与
謝
支
部
か
ら

５
０
筆
が
届
く
な
ど
、
全
体
で
は
４

０
１
筆
の
到
達
に
な
り
ま
し
た
。 

学
習
活
動
で
は
、
そ
の
重
要
性
を

改
め
て
討
議
し
、
三
役
が
そ
の
先
頭

に
立
と
う
と
論
議
し
、
次
回
の
三
役

会
議(

１
２
月
２
４
日)

ま
で
に
「
学

習
テ
キ
ス
ト
」
を
読
了
し
て
参
加
す

る
こ
と
を
決
め
ま
し
た
。 

ま
た
、
１
１
月
１
９
日
の
一
斉
行

動
の
中
で
「
治
安
維
持
法
と
現
代
」

誌
秋
季
号
の
読
者
を
新
た
に
２
人

増
や
し
、
固
定
読
者
が
１
９
人
に
な

り
ま
し
た
。 

 

２
０
２
５
年
「
新
年
の
つ
ど
い
」

開
催
を
決
定
し
ま
し
た
。 

２
０
２
５
年
１
月
２
５
日(

土)

午

後
Ⅰ
時
３
０
分
か
ら
、
会
場
は
、
丹

後
民
主
商
工
会
二
階
で
す
。 

内
容
は
、
支
部
代
表
の
新
年
の
あ

い
さ
つ
、
同
盟
府
本
部
の
原
田 

完

会
長
の
新
年
の
あ
い
さ
つ
、
参
加
者

の
活
動
交
流
な
ど
で
す
。 

多
く
の
参
加
を
訴
え
ま
す
。 

 

※
同
盟
費
納
入
は
１
１
月
１
９

日
現
在
で
８
４
％
、
１
２
月
中
に
完

納
の
予
定
で
す
。 

 

※
「
映
画
『
わ
が
青
春
つ
き
る
と

も
』
上
映
会
」
と
し
て
、
た
ん
ご
協

立
診
療
所
の
「
憲
法
９
条
の
石
碑
建

立
」
に
賛
同
し
、
募
金
協
力
を
し
ま

し
た
。 

 

宇
治
洛
南
支
部 

宇
治
洛
南
支
部
長 

山
崎 

恭
一 

 

１
１
月
に
支
部
の
総
会
を
開
き

ま
し
た
。
１
２
月
は
、
宇
治
市
長
選

挙
が
実
施
さ
れ
幹
事
会
を
開
け
ま

せ
ん
で
し
た
。 

総
会
で
は
、
国
賠
同
盟
の
活
動
に

つ
い
て
、
な
に
を
す
る
組
織
な
の
か

分
か
り
易
く
訴
え
る
こ
と
、
若
い
人

や
現
役
世
代
の
方
々
に
も
広
げ
て

い
く
こ
と
が
大
切
だ
と
話
さ
れ
ま

し
た
。
そ
の
後
、
一
人
の
役
員
が
実

践
し
３
人
拡
大
を
し
ま
し
た
。 

署
名
の
依
頼
に
訪
問
し
て
い
て
、

外
国
で
は
、
ナ
チ
ス
の
犠
牲
者
や
ア

メ
リ
カ
の
日
系
人
弾
圧
に
対
し
て
、

大
統
領
が
謝
罪
し
た
り
賠
償
金
や

年
金
が
支
給
さ
れ
て
い
る
。
日
本
は

外
国
人
に
も
日
本
人
に
も
真
摯
な

謝
罪
や
賠
償
を
し
て
い
な
い
数
少

な
い
国
だ
と
話
す
と
、
そ
れ
は
知
ら

な
か
っ
た
と
い
う
反
応
が
何
度
も

あ
り
ま
し
た
。
同
盟
の
活
動
を
知
っ

て
も
ら
う
の
に
、
学
習
テ
キ
ス
ト

「
治
安
維
持
法
と
は
何
か
」
を
学

習
・
普
及
す
る
こ
と
が
と
て
も
効
果

的
だ
と
思
い
ま
す
。 

来
年
の
治
安
維
持
法
１
０
０
年 

に
向
け
１
４
人
の
新
役
員
を
先 

頭
に
頑
張
り
ま
す
。 

支

部

便

り 


